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学区域 にお ける観光案内を通 して,一 人一人の生徒が 自 ら

学ぶ力を育て る指導 の工夫

●中学校第1学 年社会 「身近な地域」4

地域の環境 問題を調 べ ることを通 して,自 ら課題を解 決 し,

地域 に関心を持つための指導の工夫

●小学校第5学 年社会 「公害 について考えよ う」8

秋川を題材 と したマ ッ ト運動 を通 して,一 人一人の児童が

自 ら学ぶ力を育て る指導の工夫

●小学校第4学 年体育 「マ ッ ト運動」12

地域素材 を生か した広 さ比べを通 して,意 欲的 に取 り組む

態度を育て る指導の工夫

・小学校第5学 年算数 「面積」16

郷土を支えた古 い道具の紹介を通 して,自 ら進んで学ぼ う

とする意欲 を高める指導の工夫

・中学校第3学 年 国語 「情 報を整理 して書 く」20

24

研究主題 体験 的な活動を生か し,一 人一人の児童 ・生徒が自ら学ぶ力 を育 てる指導の工夫

1研 究主題設定の理 由

1地 域 の特性を生 か した教材 による体験 的活動を進 める視点から

東京都 に は現在,小 学校 ・中学校 あわせて61校 のへ き地 ・隔遠地校 があ る。東京か ら約

1000kmも 海 を隔てた小笠原小 学校か ら都 内檜原村の檜原小学校数馬分校 まで,豊 かな地形や

自然 に恵まれて はい るが交通の不便な地域,あ るいは豊かな自然を残 しなが らも都市化によ

る変容が激 しい地域など,そ れぞれが様 々な地理的特性を もった学校で ある。

従来,こ れ らの学校では 「郷土学習」な どを通 して体験的活動を行 って きて いるが,昨 今

の児童 ・生徒には直接体験が不足 してお り,地 域 の もつ よさに気付いた り親 しんだ りしてい

ない傾向が見 られる。その結果,郷 土 に対す る愛着や誇 りが希薄 にな るなどの傾向 も見 られ

るようにな った。従 って,い わ ゆる 「郷土学習」ばか りでな く,地 域の 自然 や産業,歴 史,

文化 ・伝統等を生か した教材 による体験的活動を多 くの教科 ・領域で工夫 してい くことが重

要であ ると考えた。
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2た くま しく生きる力 を育成 する視点か ら

へ き地 ・小規模校 には児童 ・生徒数が少ない ことか ら,一 人一人の実態が把握 しやすい と

い う利点がある。一方,そ れ故に教師が必要以上 に手をか けす ぎて しまうこともあ る。家庭

で も同 じことが言え る。その結果,明 る く純朴な児童 ・生徒であ るが故に,与 え られた課題

にはま じめに取組み,教 師の指示をよ く受 け入れるが,自 主性,自 発性に欠ける面が見 られ

る。従 って,こ れか らの社会の変化や様 々な新 しい課題に主体的に対応 し,た くま しく生 き

てい く力を育成す るためには,一 人一人の児童 ・生徒が 自ら学ぶ力を育てていかれ るよ うに

学 習活動の工夫 ・改善を図 って い くことが重要であると考 えた。

II研 究のね らい

多 くの教科 ・領域で,研 究仮説に基づ き,地 域教材を活用 した体験的活動を取 り入れた授

業実践を行い,児 童 ・生徒が 自 ら課題を見付け,意 欲的に課題解決 してい く態度 ・能力を育

てるための学習活動 や教師の指導 ・援助 と評価の在 り方を考察 し,研 究仮説の有効性につい

て検証 してい くことをね らいとす る。

皿 研究の仮説

本部会では,「 自ら課題を見付け,意 欲的に課題解決 していく態度や能力」を備えた具体

的な児童 ・生徒像を次のように描いた。

① 自ら学ぶ意欲と進んで学習する態度を身に付けた児童 ・生徒

② 地域の自然や文化に誇 りをもち,大 切にする児童 ・生徒

③ 互いの個性を尊重 し合える児童 ・生徒

このような児童 ・生徒を育てるために,地 域の教材化を図った体験的活動の工夫及び表現

活動の工夫の2っ の観点か ら,以 下の仮説A及 び仮説Bを 設定 した。

〈仮説A>地 域素材や身近 な素材を活用 し,体 験的な学習活動 を展開す ることによ り,児 童 ・

生徒 の興味 ・関心 と地域への誇 りも増 し,自 ら進んで学ぼ うとす る意欲が高 まるで

あろ う。

〈仮説B>主 体的 に課題に取 り組む学習活動や表現活動 を工夫 し,児 童 ・生徒が課題 を解決す

ることによ り,自 ら学ぶ力や互 いの個性 を尊重す る態度が養 われ るであろ う。

仮説Aと 仮説Bは 右図の ように相互 に関連性を持 って いる。

これ は,体 験 的 な学 習活 動 を し,表

現す るこ とに よ って,お 互 いの個性 が

尊重 され ること意味 している。

また本部 会で は,こ の仮 説 を大 き く

単 元全体 で と らえ るばか りで な く,ひ

とつ ひ とつの授 業 の中で も取 り組 む こ

とにより検証することに した。

(仮説A)

地域素材

体験的な学習

興味 ・関心

地域への誇 り

進んで学ぶ意欲

→

←

(仮説B)

課題解決学習

表現活動

自ら学ぶ力

互いの個性を尊重
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IV研 究の全体構想

学校教育のねらい
①G・豊かな人間の育成 ③基礎 ・基本の重視と個性を生かす教育の推進
②自己教育力の育成 ④文化と伝統の尊重と国際理解の推進

一 地域の特性 一 保護者の願い 一 一 児童 ・生徒の実態 一 指導の実態

*伝統的文化の継承 *豊 かな人間関係 *素 直 ・純朴 ・穏和 *き め細かな児童 ・生徒理解

*豊 かな自然環境 *楽 しい学校生活 *異学年間の密接な関係 *豊 富な地域素材

*過 疎化,都 市化に *確 かな学力 *自 然にふれる機会が少 *集 団的活動が比較的困難

よる地域の変容 *健 康で安全な生活 な くなってきている *主 体的な活動を促す指導の
*交 通が不便 *人 間関係が親密である 必要性
*地 域と学校との結 *与 えられた課題には,

びつきが強い まじめに取り組む

目指す児童 ・生徒像
①自ら学ぶ意欲と進んで学習する態度を身に付けた児童 ・生徒
②地域の自然や文化に誇りをもち,大 切にする児童 ・生徒
③互いの個性を尊重 し合える児童 ・生徒

平成8年 度研究主題
体験的な活動を生か し,一 人一人の児童 ・生徒が自ら学ぶ力を育てる指導の工夫

研究のねらい

自ら課題を見付け,意 欲的に課題解決 していく態度 ・能力を育てる

研究の仮説A・ 研究の仮説B
地域素材や身近な素材を活用し,体験的な学 → 主体的に課題に取り組む学習活動や表現活動を

習活動を展開することにより,児 童 ・生徒の興 工夫 し,児 童 ・生徒が課題を解決することにより

味 ・関O・と地域への誇りも増 し,自 ら進んで学 ← 自ら学ぶ力や互いの個性を尊重する態度が養われ
ぼうとする意欲が高まるであろう。 るで あ ろ う。

検 証 事 例
①9/13中1社 会 ②10/14小5社 会 ③ll/8小4体 育 ④ll/25小4算 数 ⑤ll/22中3国 語

〈身近な地域〉 〈公害を考えよう〉 〈マ ッ ト運 動 〉 〈面 積〉 〈整理 して書 く〉
・地図に親 しみ読図 ・身近な地域環境に ・身体を使っての表 ・広 さ比 べ の 中で , ・読み手にわかるよ

能力を高める ついて考えさせ,公 現活動を行うことに 比べ方を考えたり, うに生活を支えた古
・観察調査を重視 し 害についての認識を より学ぶ意欲を高め 工夫する事を通して い道具などの説明文

た野外活動をする 深める ようとさせる 学ぶ意欲を高ある ・解 説 文 を書 く。

大島三中 下村 青梅五小 宮路 増戸小 岸野 瑞穂五小 小柳 三宅坪田中 高松

⑥7/2小6国 語 ⑦9/17中2社 会 ⑧10/18中2家 庭 ⑨12/3小5特 活 ⑩1/14小3社 会

〈作 文〉 〈身近な地域〉 〈明日葉を使ったお 〈パソコンを通信に 〈学校の昔調べ〉
・地元の地名や行事 ・地 域 レポ ー トを生 やつ作り〉 生かした学校紹介〉 ・学校に残る昔の写

から創作民話を作る か し,観 光 パ ンフ レ ・食生活から健康を ・パ ソ コ ン を 利 用 真や資料を調べたり
ことを通 して興味関 ットづくりの中で郷 考え,地 域への関心 し,自 分の住む地域 地域の人の話から理

心や意欲を高める 土への愛情をはぐく や郷土愛を育てる を紹介する 解を深める

む
古里小 菱田 青梅吹上中 冨田 八丈富士中 加藤 青梅四小 福原 青梅三小 関根

※授業の分析と評価を通した仮説の検証
※研究のまとめと今後の課題

一3一



V研 究の内容

〈検証事例 ・その1>

事例名 「学区域 における観光案 内を通 して,

一人一人の生徒が 自ら学ぶ力 を育て る指導 の工夫」

中学校 第 唾学年 社会

1単 元名

く地理〉 「身近 な地域」

2単 元のね らい

(1)身 近な地域 における事象を取 り上 げ,観 察 ・調査す る方法を身 に付 けさせ る。

(2)縮 尺の大 きな地図や統計 その他 の資料 に親 しませ,そ れ らの活用の仕方 を考え させ る。

(3)身 近 な地域 に対 して理解 ・関心を深めるとともに,郷 土を愛す る心を育てる。

3単 元 を通 した授業仮説

(1)仮 説A

地図に親 しみ読図能力を高めた上で身近 な地域を対象 に,観 察調査を重視 した野外調査を

行 う。

これ らの学習を通 して,生 徒 は身近 な地域に対 して興味 ・関心 ・理解を深め,誇 りも増 し,

自ら進んで学ぼ うとす る意欲が高 まる。

② 仮説B

身近な地域に対 して,学 習意欲 を高めた上で 自 ら課題を設 定 して野外調査を行い,自 分の

方法で課題解決を図 り,そ の結果を発表 させ る。

これか らの学習を通 して,生 徒は課題解決に迫 り,成 就感を得 ることによ り,自 ら学ぶ力

やお互 いの個性を尊重す る力が養われる。

4地 域の様子

大島は過疎化傾 向にあ り,都 会 に劣 らず核家族化は増加 している。保護者の一方 または両

方が大島出身者 とい う家族が多いに もかかわ らず,子 供 は祖父母や親戚 ・近所の祖父母 とも

触れ合 うことが少 な くな って きてい る。その結果,と くに大島の南部地区では子供が大 島方

言で話す姿はほとん ど見 られない。生徒が身近な地域 に対 して興味 ・関心 ・理解を深め,誇

りを増す には身近な地域 を学習 し,よ り多 く知 ることが大切 だ と思われる。

5生 徒の実態

授業に一生懸命取 り組んでいるのに基礎学 力がなかなか身に付か ない,自 分か ら進んで勉

強 しない,な どの傾 向がみ られ る。 その要 因 として,忙 しい ・時間が ない ・他 にや りたい こ

とが あるなどが挙げ られる。その克服のためには,学 習意欲を高あ る各教科 の工夫が必要で

はないか と思われ る。生徒の特徴の一っ に生活体験が不足 しが ちで人間関係をっ くるのが上

手ではない とい う面があ るので,グ ループ学習を取 り入れてお互いの個性を尊重 しなが ら仲

間 どう しで協力 してや り遂げ る体験をで きるだけ多 くさせ る必要が ある。

また生徒 は案外身近 な地域の ことを知 らない。大島のよさ,自 然 や文化につ いて学習 し身

近な地域につ いて興味 ・関心を高め,理 解 を深めさせ,進 学や就職 で大島を離れて も郷土 を

愛す る心を もたせたい。
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6単 元学習指導計画における仮説と評価

時 指 導 計 画 各 時 間 に お け る仮 説 評 価 の 項 目

1 地図 にはた くさん

種類があ り,縮 尺

が あることを理解

す る。

・た くさんの種類の大 島の地図を

見 ることによ り地図 には縮尺が

あ る事 に気付 く。

・地 図に興味 ・関心を もてた

か。

・地図の縮尺 を理解 したか。

2 地 図の きま りを調

べ る。

(方位 ・等高線 ・

地 図記号 など)

・教 科書を調べ る ことによ り地図

の きまりを理解 す る。

・問題集を解 くことによ り理解 を

深め る。

・地図の きまりを進 んで調べ

たか。

・読図能力が高ま り,意 欲的

に問題 に取 り組んだか。

3 身近 な地域の 中で

クニの人に紹介 し

た いところを考 え

る。

・身近 な地域の中 にある名所 史跡

産業 などを調べて発表す ること

によ りクニの人 に紹介 した いと

ころへ の意欲がわ く。

・発表 の中で紹介 されなか った補

足説 明を聞 くことによ り目安が

つ き課題 を設定す る ことがで き

る。

・クニの人 に ここを紹介 した

い と考 え られたか。

・身近 な地域 に対 して興味 ・

関心が 高ま ったか。

4 身近な地域 の地 図

の 中か らクニの人

に紹介 したい場所

・コースを決定す

る。

・各班 ご とに話 し合 うことによ り

クニ の人 に紹介 したい場所 ・コ

ースを班 ごとに主体的 に決め る

ことが で きる。

・他の仲 間の意見を尊重 しっ

つ自分 の意見を述べ,場 所

や コー スを決め られ たか。

5 野 外 調 査 を 実 施

し,実 際の土地 の

感 じをっか む。

・身近な地域の地図を持 ち,当 日

に紹介 した い場所 ・コースを歩

くことによ り地図 と実際の土地

の感 じをっかむ。

・読図能 力が高 ま ったか。

・身近 な地域 の中で新たな発

見があ ったか。

6 い くっかの資料 を

調べ,課 題 を解 決

す る。

・紹介 したい場所 ・コースにつ い

て班員が協力 して調べ ることに

よ り課題 を解決 して い く。

・お互い協力 して調べ る事が

で きたか。

・資料を活用 し自ら学ぶ こと

がで きたか。
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7 発表 準備 をす る。 ・実際 に場所 ・コース説 明の練習

をや ることによ り身近 な地域へ

の理解 と愛着が深 まる。

・一人一 人が 自分の案内の発

表をす ることがで きたか。

・身近 な地域への理解 と愛着

が深 まったか。

8
(

本

時
)

野外発表をする。

(観光案内)

・クニか ら来たお客 さん を連れて

自分た ちの調べ た場所 ・コース

を案内す ることによ り成就感が

得 られ る。

・クニか ら来たお客 さん に喜

んで もらえ るよ うな心 の こ

もった案内がで きたか。

9 単元の まとめをす

る。

・観光 案内の感想 を書 くことによ

り郷土愛が表現で きる。

・読 図の 問題練習 をす る ことによ

り読図 能力が高 まる。

・身近 な地域 に対 して理解 ・

関心が深 ま り郷土 を愛す る

心が育 って きたか。

・地 図 を 読 む 力 が 高 ま った

か。

※ クニの人のクニとは大島以外の地を指す大島の昔か らの方言であ り,本 単元で は生徒に身近な地域に
ついて愛着を もたせ,こ の方言を言い伝えて いきたいというね らいか らあえて使 った。

7本 時の学習指導

(1)題 材 「身近な地域 」 〈クニか ら来たお客 さんに観光案内を しよう〉

② 本時のね らい

ア クニか ら来たお客 さんを連れて地図で説明 しなが ら観光案内をす ることによ り,読 図能

力を高めるとともに,実 際の地域的特色の理解 を深め る。

イ 班員が協力 してわか りやす く説明 しなが ら観光案内をす る ことによ り,表 現力を高め る。

(3)本 時の授業仮説

仮説A

自分たちが調べ た身近な地域 を地図を見なが ら案内 し説明す ることにより,郷 土 に対 す

る誇 りが増 し,自 ら進んで学 ぼ うとす る意欲が高まるであろう。

仮説B

班員ど うしが協力 して説明 し,訪 問者 に喜んで もらうことによ り成就感を得 て,自 ら学

ぶ力と班員ど うしお互いの個性 を尊重す る態度が養 われ るであろ う。

(4)展 開

学 習 活 動 教師の支援 ・指導上の留意点 検 証 の 視 点

観光案内先を発表 ・自分 の郷土 に誇 りを もち案内先を紹 ・案内先を紹介す ること

導 しご案内する方を 介す るような意欲 を もたせ る。 で自分の郷土に誇りを
決定す る。 ・1時 間 で 案 内で き ,よ く知 って い る もてたか。(仮 説A)

入 場所 ・コースで あるが,安 全 に注意
して出かけ るよ うに注意を与え る。
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各班(6班)ご と ・交通安全に注意す る。 ・地 図を読み地形 の説明

に観光案内に出か ・各班員の役割分担 を確認す る。 をす ることで読 図に慣

展 け る。 れ る。(仮 説A)

(1)地図を読 み,地 ・第三者への説明をす る

形 の 説 明 を す ことで成就感を得て自
る 。 ら学ぼ うとする意欲が

高 まる。(仮 説B)

②案内場所の説明 ・班員が役割を分担する

開 を す る。 ことによ りお互 いの個

性を尊重する態度が育
つ 。(仮 説B)

ま 観光案内の報告を ・安全の確認 をす る。 ・成就感 を もって帰 って

と す る。 ・次の時間の予告 をす る。 きたか。(仮 説A)
め

⑤ 評価

ア クニか ら来 たお客 さん(実 際には研究員のメ ンバーである)を 連 れて地図で説明 しなが

ら観光案内をす ることによ り,地 図に親 しみ,読 図能力が高 まった。 また,地 域的特色へ

の理解が深ま った。

イ 班員が協力 して身近 な地域 にっいて,分 か りやす い説明を しなが ら観光案内をす ること

で郷土 に対す る誇 りを もっ ことがで きた。

(6)授 業仮説 に対す る評価

〔仮説A〕 自分た ちの調べ たことの説明に対す るクニか ら来たお客 さんか らの感想を聞いて,

地域への誇 りが増 した。

〔仮説B〕 班員が協力 しなが ら案内をす ることにより,お 客 さんの喜ぶ姿をみて,成 就感が

得 られ,お 互いのよさに対す る理解が深め られた。

8成 果 と課題

生徒は,感 想文 の中に 「いままで知 らなか った ことを知 りま した。」 「もっと,大 島の こ

とが知 りた くな りま した。」 「お客 さんの先生方 に喜んで いただけたので本 当によか ったと

思 いま した。」 とあ るよ うに,自 ら学 ぼ うとす る意欲の高 ま りを示 してお り,地 域への理解

が深ま り,成 就感が得 られ,誇 りが増 したと自己評価 してい る。

また,「 案内 していると,予 想外の質問がでて きて答え られなか った ことが多か ったので,

もう少 し調べておけば よか ったです。」のよ うに,調 べ学習での不十分 さに気付 き,再 度調

べ直すなど,自 ら進んで学ぶ力が育 っていることが認あ られた。

今回の授業では,ク ニか ら来たお客 さんへの観光案 内であ ったが,今 後の課題 としては,

地域の小学生を案内す ることなどの工夫をす る必要が ある。 もう一 は,読 図能力を高める工

夫 とそのための時間設定が必要であることが あげ られ る。
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〈検証事例 ・その2>

事例名 「地域の環境問題を調べ ることを通 して,

自ら課題を解決 し,地 域に関心 をもつための指導の工 夫」

小学校 第5学 年 社会

1単 元名 「公害につ いて考えよ う」

2単 元のね らい

(1)水 俣 などで起 きた公害を調べ,公 害 の広が った背景や現状を と らえ,把 握す ることがで き

るよ うにす る。

(2)公 害防止に努 力す る国,県,市,企 業などの努力を具体的 に理解す ることがで きるよ うに

す る。

(3)身 の回 りや地域の環境 問題 を調べ,環 境 をよ くす るためにで きることを探 り,進 んで行動

で きるよ うにす る。

3単 元を通 した授業仮説

(1)仮 説A

身の回 りの環境を調べ ることによ り,地 域 の騒音 ・排気ガス ・水の汚染な どの身近な公害

への興味 ・関心が高ま り,自 ら進んで学ぼ うとす る意欲が高ま るであろう。

② 仮説B

地域の環境 につ いて,自 分 たちの立て た計画を もとに実態調査を し,調 査結果 について,

ま とめたこと考えた ことを使 って発表 しあ うことによ り,自 ら学ぶ力やお互いの個性を尊重

す る態度が養 われ るであろ う。

4地 域の様子

多摩川がす ぐそばを流れ,山 に囲 まれた恵 まれた 自然環境で はあるが,川 はゴ ミや生活排

水によ り汚染が進み,学 区域の真ん中を吉野街道が通 り,ト ラ ックによ る排気ガス ・騒音 ・

交通事故 に悩 まされている。 また,山 の裏 では産業廃棄物の処分場がつ くられ 自然環境が変

化 して いる。地域社会で廃品回収 ・川の清掃 などを定期的に行 うなど,地 域の人 々の自然環

境 に対す る関心 は高 い。

5児 童の実態

恵 まれた 自然環境のため,草 木の名 をよ く知 ってい る児童が多 い。 しか し,環 境にはあま

り関心が ない。 また,社 会科 は語句の意 味が よ くわか らないか ら好 きではないという児童が

多い。教科全般 を通 して,与 え られた課題 に対 してはま じめに取 り組むが,自 分か ら進んで

課題 を作 り,解 決 しようとい う意欲が不 足 している。
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6単 元学習指導計画における仮説と評価

時 指 導 計 画 各 時 間 に お け る 仮 説 評 価 の 項 目

水俣病の写真や資料から ・様 々な公害の実 態を知 ることに ・公害に対す る興味 ・

被害の様子を話 し合い, よ り,地 域の環境 に興味 ・関心 関心が高 まったか。

1 発生原因や工場の対応, を もっ よ うになるであ ろう。

公害への取り組みの様子

を指摘 で きるよ うにす

る 。

資料か ら全国の公害を調 ・自分 で 資 料 を調 べ る こ とに よ ・公害にっいて進んで

2 べ,公 害の広が った背景 り,公 害につ いて進んで学 ぼ う 学ぼうとする意欲が

や現状を と らえ,指 摘で とす る意欲が高 まるであろ う。 高 ま ったか 。

きるよ うにす る。

川崎 市の条例 な どか ら ・調 べ学 習 を通 して市 ,県,企 ・公害防止 につ いて進

3 公害防止に努力する国, 業,市 民な どが,協 力 して公害 んで学ぼうとする意

県,市,企 業 などの働 き 防止に取 り組んで いることに気 欲が高 ま ったか。

を具体的 に理解す る。 付 くで あ ろ う。

地域の環境問題 に,関 心 ・ビデオや写真をみて考え ること ・地域 の環境問題を学

4 を もち,地 域を調べ る計 によ り,地 域 の環境問題 に興 味 ぼうとする意欲が高

画を立て る。 や関心が 高まるであろ う。 ま ったか 。

地域 の環 境問題 を 自分 ・ビデ オ撮 影 ,イ ンタ ビュー,実 ・地域の環境問題 に興

5 たちで立てた計画を もと 地調 査,観 察 などをす ることに 味 ・関 心 が 増 した

● に実態調査を し,ま とめ よ り,地 域 の環境問題に,さ ら か 。

6 る 。 に興味 ・関心が増すであ ろう。

● 発表準備 をす る。 ・協力 して調べ ることによ りお互 ・お互いの意見や考え

7 いの意見や考えを大切にするよ を大切に しよ うとし

うにな るであろ う。 たか 。

8 地域の環境問題をいろい ・発表を通 してお互 いの考えを大 ・お互いの考 えを大切

.一. うな表現方法で発表 し, 切に し,学 び合 う姿勢が身 に付 に しよ う と したか 。

本 環境をよくするために自 くで あ ろ う。

時 分 たちがで きる ことを考 ・自分た ちがで きることを考え る ・学 び合 う姿勢が身に

)

え る 。 ことに より,環 境改善への意欲 付 い た か。

● が高 まるであろ う。 ・環境改善への意欲が

9 高 ま ったか。
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7本 時の学習指導

(1)題 材 「地域の環境 にっいて調査結果を発表す る。」

② 本時のね らい ア 地域の環境問題の実態 を知 る。

イ グループ内で協力 しなが ら,発 表す る。

ウ グル ープ発表 を共感的に聞き,意 見や感想を もつ。

(3)本 時の授業仮説

仮説A

仮説B

地域の環境問題の実態を知ることにより,地 域の環境問題への興味 ・関心が増

し,自 ら進んで学ぼうとする意欲が高まるであろう。

地域の環境について調査結果を様々な表現方法で発表することにより,自 ら学

ぶ力や互いの意見や考えを尊重する態度が養われるであろう。

(4)展 開

学 習 活 動 教師の支援 ・指導上の留意点 検 証 の 視 点

導 グル ープ ごとに発表 ・各 グル ープが発表す る概要を確認 ・各 グル ープの発表 を理

概要 を言 う。 させ る。 解 し,発 表を積極 的に

入 聞 こ うとす る。

グループ ごとに発表 ・各 グル ープで発表の準備が しっか ・地域の環境への興味 ・

展 し,質 問 を受 け る。 りで きてい るか確 認す る。 関心を もっ。

・聞 き取 りカー ドの記録 の取 り方 を (仮 説A)

説明す る。 ・発表に対する意見や考

・質問に答え られない ことは次時 ま えを もっ。(仮 説B)

で に調べてお くよ うに伝 える。 ・協 力 して 発 表 し,互

開 いの意見や考えを認め

る。(仮 説B)

終 発表に対する感想を ・発表 グルー プに手紙 と して渡す よ ・相手 にむ けて書 くこと

書 く。 う指 示す る。 によ り,自 分で考 え学

ぶ力がつ く。

末 (仮 説B)
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(5)授 業の評価

ア 地域の環境問題を調べ ることによ り,地 域の環境 につ いての興味 ・関心が深まった。

イ 協力 して発表 した り,話 を真剣に聞 くことにより,互 いの意見や考えを認め合えた。

⑥ 授業仮説 に対す る評価

ア 地域の環境問題 にあま り関心のなか った児童 も自分 で調べ ることにより,環 境を守 ろう

とす る意欲がでてきた。

イ 様々な表現方法で発表す ることによ り,お 互いの個性 を尊重す る姿勢が身に付 いた。

8成 果 と課題

児童が 自分で地域の環境問題 を考え,調 査 して発表す る学習過程の工夫 によ り,多 様 な発

表方法 ・考 えなど意欲的に取 り組む ことがで きた。各 グループの発表を真剣 に聞いたの も,

課題意識を皆が もっていたためであ る。各 グループに宛て た手紙 で も,「 犬 のふんをほおっ

てお くと迷 惑がかか るので,散 歩 させ るときは必ず ビニル袋 とシャベルを持 ち始末す る。」

「公園や川岸 で は,ゴ ミは持 ちか え るだけでな く,落 ちて いるゴ ミも片付 けるよ うに した

い。」な ど,地 域の環境を守 ろうと考え るよ うになった。

しか し,発 表時間や内容を教師があ らか じめ助言 ・指導 し,し っか りおさえておか なか っ

たため,時 間がかか りす ぎて しまった。また,二 酸化炭素濃度 などの児童 にとってわか りづ

らい用語をわか りやす く説明す る機会を もうけたか った。発表す る文 も誰が見て もわか るよ

う工夫 させ るべ きであ った。 ビデオやOHPな どの機器 も有効に使 っていかなければな らな

い。

この研究を通 して,児 童が地域の環境問題に関心を もち,自 分で課題を見付 け解決 してい

く姿勢が身に付 いたことが,な によ りの成果である。また,道 路に落ちてい るゴ ミを拾 った

り,校 庭の ゴ ミ拾 いを週一度 クラスです るようになった ことも評価 したい。
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〈検証事例 ・その3>

事例名 「秋川 を題材と したマ ッ ト運動 を通 して,

一人一人の児童が自ら学ぶ力を育てる指導の工夫」

小学校 第4学 年 体育

1単 元名 器械運動 「マ ッ ト運動」

2単 元のね らい

(1)マ ッ ト上で各種の回転やバラ ンス技があ る程度正確 にで きる。

(2)マ ッ ト上 でい くつかの技を組 み合 わせ,マ ッ ト運動の楽 しさを味わ うことがで きる。

(3》 協力 し合 いなが ら,マ ッ ト運動 に取 り組む ことがで きる。

3単 元を通 した授業仮説

(1)仮 説A

自分ができるマ ッ ト上での回転やバ ラ ンス技を発表す る時に,川 遊 びや理科学習等 日常的

に足を運んでいる身近 な秋川を題材 にす ることにより,イ メージを もって進んで技を組み合

わせ ようとす るであろ う。

(2)仮 説B

自己の体 を操作 して,い まで きる動 きを高めた り,い くっかの技 を組み合わせ ることによ

り,自 らのめあてを もち互 いに助け合い,励 ま し合 いなが ら学習に参加 しようとす る態度が

養われるであろ う。

4地 域の様子

本校 は旧五 日市地区 にあ り,夏 場 の都民の憩 いの場であ る秋川が近 くに流 れ,緑 も多 く

残 っていて 自然環境 には恵 まれて いる。

子供 たち も四季を通 じて,魚 釣 り ・水遊び ・生活科や理科学習で秋川を訪れ ることが多 く

慣れ親 しんで いる。親世代 も川遊 びに関 しては,自 らの生活経験 を基 に我が子におおいに勧

あてい る程で ある。

川遊びや魚釣 りに絶好 な時の静か な優 しい秋川の表情や,大 雨や台風後 の増水 した秋川の

荒 々 しさなど,秋 川の変化す る表情 は子供たちが小 さい頃か ら見て知 っている。 また,祖 父

母を含め地域の人 々か ら,川 への接 し方をそれ とな く日常的 に教 え られているようである。

5児 童の実態

全体 的に は素直で のびのび と生活 して い る。 体を動 かす ことが大 好 きで,明 る くエネル

ギ ッシュな活動を好む児童が多 い。 マ ッ ト運動 はボール運動やゲームに比べ ると好 きな児童

は少 ないが,嫌 いと答えた児童は,男 子の方が女子 より多 い。 自分の体を 自分で操作 しに く

い児童に見 られる傾向である。 しか し,ど の児童 も,い ままでで きなか った技がで きるよ う

にな った時はとて も嬉 しそ うな態度 を示 し,皆 に見て もらうことを喜んでい る。

技能的力量 の違 い も大 き く,前 転 もま っす ぐに回れない児童 もいるが,飛 び前転や倒立前

転,側 方倒立 回転 に挑戦 しよ うとい う児童 もいる。
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6単 元学習指導計画における仮説と評価

時 i 2 3 4 5 s 7 8本 時 9 10

道 い まもってい る力で楽 しむ～工夫 して楽 し お話に合わせて技 をっ なげて楽 しむ。

筋 む 。

○ いまで きる回転技を楽 しむ。 ○回転技やバランス技を組み合わせること

ね ○回転技が調子よ くで きる。 が で き る。

ら ○バ ランスを とる技がで きる。 ○組み合わせた技でマッ ト運動を楽 しむこ

い とが で き る。

○安全に気を付け,友 達 と協力 し合 って運動に取組む ことがで きる。

・いまで きる回転技を楽 しみ,な め らかな ・み ん なで お話 マ ッ トを 作 る。

学 前転になるよ う工夫す る。 ・っな ぎ方の工夫を考えなが ら練習する
。

・新 しいバラ ンス技 に挑戦す る。 ・グル ー プの 中 で お話 マ ッ トを作 る。

習 首倒立 頭倒立 片足水平立ち ・なめ らか にっ な げ るよ う互 い に教 え合

片膝立ちバ ラ ンス う 。

活 ・回転技やバ ラ ンス技が正確にで きるよ う ・発 表 し合 い ,互 い に認 め合 う。

いろいろな場で練習す る。

動 ・ス ピー ドコ ン トロー ル で き る よ うに す

る 。

各 ・自らの体を操作 し,い ろいろな回転技 を ・いまで きる技 をっ なげ ることでマ ッ ト運

.

段 楽 しむ ことで,マ ッ ト運動への意欲が高 動 へ の興味 ・関心 を持続 で きるで あ ろ

階 ま るで あ ろ う。 う 。

に ・いまで きる動 きをさ らに高 めようとす る ・身近 な秋川を題材 にす ることにより,い

お ことで,自 分のめあてを もっ ことがで き くっかの技をつなげてお話マ ッ トを作 ろ

け るで あ ろ う。 うと意欲を もつであろ う。

る ・新 しいバ ラ ンス技 を習得 す る こ とで, ・互いに教え合 うことにより,自 分のめあ

仮 マ ッ ト運動 により興味 ・関心を もっであ てがよ りはっきりともて るであろう。

説 ろ う 。
・互 い に発 表 し,見 合 うこ とで,友 達 の よ

と ・いろいろな場を設定す ることによ り,自 い ところを見 っ め,認 め合 え るであ ろ

評 分のめあてを もって取組め るであ ろう。 う 。

価

評 ・い まで きる技 をマ ッ ト上 で 楽 しん で い る。 ・意欲的に連続技を考 えようとしている。

価 ・新 しい技を習得 しよ うとす る意欲が高 ま ・なめ らか な動 きがで きるように工夫 して

の っ て い る 。 い る 。

項 ・自分のめあてを もって練習す る場を選べ ・友達の助言を聞 くことができる。

目 る 。 ・友 達 に助 言 で きる。
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7本 時の学習指導

(1)題 材 「秋川をイメー ジして,お 話 マ ッ トを作 る。」

② 本 時のね らい

ア 自分の能力にあわせて い くっかの技 を組み合わせ ることがで きるよ うにす る。

イ つ なぎの技を工夫 して運動を楽 しむ ことがで きるようにす る。

ウ 安全に気を付 け,友 達 と協力 して進んで運動に取 り組む ことがで きるようにする。

(3)本 時の授業仮説

仮説A:身 近 な秋川 をイメー ジして短 いお話をっ くり,そ れに合わせて自分ので きる技 を

っなげることによ り,進 んでマ ッ ト運動 に取 り組 もうとす るであろう。

仮説B=個 人 あるいは複数で技を組み合わせ,な め らかにっ なげよ うとい うめあてを もっ

ことによ り,互 いに教え合お うとす る態度が養われ るであろ う。

(4)展 開

時 学 習 活 動 教師の支援 ・指導上の留意点 検 証 の 視 点

1準 備運動をす る。

2本 時の流 れを確 かめ ・グループ ごとに短いお話を用意す
話 を しっか り聞 い

5

る 。 る 。 てい る。(仮説A)

3組 み合わせたい技をカ ・技能的 に同程度 な2～3人 の グル 技が記入で きる。
一 ドに記 入 す る

。 一 プ で考 え る
。(カ ー ドはあ らか (仮 説A)

じめ児童が持 って いる)

・っ な ぎの技 も考え るよ うにす る。
・運動 している児童以外は

,技 に合 意欲 的に取組 む。

4試 してみ る。 わせ てお話 を読 ませ る。 (仮説A)
・友 達 の よか った とこ ろ ,直 した い 友達 に助 言 で き

5自 分 の考え た技で よい ところを互 いに言 うようにす る。 る 。

か互 いに教え合 う。 ・個人 で考え た技 も認め る。 友達の助言を聞け

る。(仮 説B)

6練 習す る。

35

7集 合す る。 ・直 した技など各 自で確認 させ る。

本時 の活動を振 り返 ・楽 しく学習で きたか,教 え合えた 進んで取組 めた。

り,学 習カー ドに記入す かな どのま とめをす る。 (仮説A)

る 。 教え合えた。

(仮説B)
・次時の活動 を確認す る。

40 8整 理運動 をす る。

9後 片付 けをす る。 ・協 力 して安全 に素早 くで きるよう

にす る。
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(5)評 価

ア 自分の能力に応 じて,友 達 と相談 した り話 し合 いなが ら技を組み合わせ ることがで きた。

イ 技 と技がなめ らかにっ なが るように,つ な ぎの技 も工夫 して,自 分たちが作 った秋川の

お話 をイメー ジした動 きの マ ッ ト運動 を十分楽 しむ ことがで きた。

ウ マ ッ トの準備や後片付 けを協力 して行えた。 また,2～3人 の小 グループの時に,協 力

して技を決 める ことがで きた。

(6)授 業仮説に対す る評価

仮説A

身近な秋川 を題材に して短 いお話 を自分たちで作 って,そ のお話を基に して技をっ なげ

る活動 は,児 童の関心 ・意欲をおおいに引 き出 し,持 続 させた。器械運動 として は初 めて

取 組むマ ッ ト運動で あ ったが,「5,6年 生にな った らもっと多 くの技 をっ なぎたい。」

あ るいは,「 自分ので きる技 を もっと上手に したい。」等 と,こ れか らのマ ッ ト運動 に対

する意欲 も見せて いた。

仮説B

技能的に同程度の力を有 してい る児童で2～3人 グループを組 んで技を組み合わせた こ

とによ り,互 いに相談で きる場面が設定で きた。決めた技が上手にで きない時には,「 こ

う した らで きる。」あるいは,「 この時 に手をつ く。」等の こつやタイ ミングを試 しの時間

にマ ッ トを使 って教え合 う姿 も見 られた。

お話 にあわせて,自 分たちが決めた技 をなめ らか にっなげようとい うめあてを もてたの

で,互 いに助 言が得 られていた。

8成 果 と課題

本単元で取組 んだマ ッ ト運動で は,い ま もっている力で楽 しみ,技 の幅を広げる体験を通

して,そ の上で技をっなげて楽 しむ,と い う道筋を考えた。

技にっ なげ る場面で は,自 分たちに身近 な秋川をイメー ジした短いお話を作 り,そ のお話

にあわせて考えたが,意 欲的に取組めていた。一人一人が,自 分のお話 に合 っていて,自 分

でで きる技を取 り入れ ようとめあてを もつ ことがで きた。

マ ッ ト運動に関する事前ア ンケー トで,マ ッ ト運動が嫌いだ った り,マ ッ ト運動 を授業で

や りた くないと答えていた児童が 「工夫 して楽 しむ」場面,さ らに 「技 にっ なげて楽 しむ」

場面か ら、マ ッ ト運動 は楽 しい と教師に報告 に来 る姿が見 られた。 自分 の能力に応 じて技を

つなげ,マ ッ ト運動 を楽 しむ ことか ら,単 に技がで きない,上 手でない と言 う理由でマ ッ ト

運動 に対 して興味 ・関心を失いが ちな児童が興味 ・関心を もち,さ らに意欲を持続で きた こ

とは大 きな成果であ った。

今後の課題 と しては,児 童の教え合いをさ らに深あるために,単 技の完成度を高 める必要

があ り,指 導過程の中で フィー ドバ ック して単技を練習す る場面を設定す るなどの柔軟性が

要求 される。 また,学 習 カー ドに 「教えて もらいたい こと」の項 目を設け,児 童間や教師か

らの助言,支 援を受 けやす くし,次 時に生かす工夫が必要である。
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〈検証事例 。その4>

事例名 「地域素材を生か した広さ比べ を通 して,

意欲的に取 リ組む態度 を育てる指導の工夫」

小学校 第4学 年 算数

1単 元名 「面積」

2単 元のね らい

(1)広 さに興味を もち,広 さを表 した り,比 べ た りす る活動を通 して,面 積 の概念を理解す る。

(2)面 積 は,単 位のい くっ分 と して測れ ることを知 り,面 積の測定の意味を理解す る。

(3)長 方形,正 方 形の面積の求 め方 を考え,公 式 を導 くことで,そ の よさに気付 き,そ れを積

極的に用 いて身の回 りの面積を求 めよ うとす る。

(4)面 積 の単位 には,測 定す る面積 の大小 によ って,い ろいろな ものが あることを知 り,そ れ

らの量感を養 う。

3単 元を通 した授業仮説

(1)仮 説A

身の回 りの ものや場所の面積を測定 した り,認 識 した りす る活動 を通 して,面 積や地域を

よ り身近 に感 じ,興 味 ・関心 も増 し,自 ら学ぼ うとす る意欲が持続す るであろう。

② 仮説B

一人一人 が課題 に取 り組 める場や,十 分 な時間を確保 し,友 達の様 々な解決方法 と自分の

考 えを比べ る活動を通 して,自 ら学ぶ力や互 いの個性を尊重す る態度が養 われ るであろ う。

4地 域の様子 ・

本校 は狭山丘陵 の西端 に位置 し,校 舎の北側 は丘陵の豊かな 自然 に恵 まれて いる。学校で

は そ こを 「自然 観察路」 と名付 け,理 科の学習 や特別活動等 に利用 してい る。 「自然観察

路」は子供たちに人気の高い クラブ活動の一っ,探 検 クラブの活動の拠点で もあ り,楽 しい

場所,お もしろい場所 と しての認識が高 い。夏 にはPTA主 催の 「親子 ホタル鑑賞会」 もあ

り地域 の人に とって も愛 されてい る場所であ る。

5児 童 の実態

与え られた課題に対 して は真面 目に取 り組むが,自 分で課題を見付 けた り,解 決方法を根

気強 く考えた り,筋 道 をたてて説明 した りす ることは苦手 な児童が多 い。 また,以 前学習 し

た基本的な事柄を忘れて しまう児童 も多 く,定 着に時間がかか る。

6単 元学習指導計画における仮説 と評価

時 指 導 計 画 各 授 業 に お け る 仮 説 評 価 の 項 目

i 身の回 りの もの の広 さ ・身 の回 りの ものの広 さを比べ ること ・意欲 的に広 さ比べ

比べをす ることを通 し で意欲的 に活動す るだ ろう。 を して い るか 。

て,直 接比 較で広 さ比

べがで きることや,広

さの概念を理解 す る。
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2

(

本

時
)

切 り株 と板 との広 さ比

べ を す る活 動 を 通 し

て,周 りの長 さで は広

さは比べ られない こと

や任意単位を用いて広

さ比べがで きることを

理解 す る。

・身近 な ものを教具 と して用 いること

によ り,関 心が増 し意欲が高 まるで

あろ う。

・課題 を解決す るこ とによ り,成 就感

が得 られ るであろ う。

・友 達の考 えを聞 くことによ り,認 め

る態度 が養 われるであろう。

・真剣 に課題解決 に

取 り組 ん で い る

か。

・友達の発表を聞い

ているか。

3 どち らが どれだ け広 い

かを調べ る学 習を通 し

て,普 遍単位の必要性

に気付 き,面 積 は1(㎡

のい くつ分 と して表せ

ることを理解す る。

・身近な ものを敷 き詰める活動をす る

ことで,意 欲的に課題 に取 り組み,

友達の結果 に関心を もつで あろ う。

・敷 き詰あの作業を

丁寧に行 って いる

か。

・友達の発表を聞い

て い るか。

4 1(㎡のマスの能率的 な

数え方 を考え,長 方形

の面積 が,た ての長 さ

×横の長 さで求 め られ

ることを理解す る。

・一人一人が課題 に取 り組み,み んな

の意 見 で 一 番 よ い方法 を導 く こと

で,自 ら学ぶ力 と他を尊重す る態度

が養われ るであ ろう。

・自分な りの方法で

課 題解決がで きた

か。

・友達の考えのよさ

を認 めることがで

きたか。

5 身の回 りの ものの面積

を 公 式 を 用 い て 測 定

し,公 式 の便利 さに気

付 き,量 感 を養 う。

・身 の回 りの ものを測定す ることによ

り意欲 的に活動す るだろう。

・意欲 的にいろいろ

な ものの面積を調

べよ うとして いる

か。

6 複合図形 の面積 を,長

方形 どう しの面積 の和

として,ま た,長 方形

の面積の差 と して求 め

ることがで きることを

理解す る。

・自分な りの方法で課題を解決す るこ

とによ り成 就 感が 得 られ るで あ ろ

う。

・友達の発 表を聞 くことにより,他 を

認 め る態度が養 われるであ ろう。

・自分な りの方法で

課題解決がで きた

か。

・友達 の考えの よさ

を認 める ことがで

きたか。

7

●

8

●

Q
U

広い面積 を表す単位 に

㎡,a,ha,k㎡ が ある

ことを知 り,そ れ を用

いて面積を表す ことを

理解す る。

・茶畑 や横 田基地の面積 を知 ることに

より,地 域への関心が 高まるであろ

う。
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7本 時の学習指導

(1)題 材

「切 り株 と板の広 さ比べを しよ う。」

(2)本 時のね らい

ア 面積は周 りの長 さで は比べ られ ない ことを理解す る。

イ 直接比較だけでな く,間 接比較,任 意単位を敷 きっめ る方法で も広 さ比べがで きる こと

を理解す る。

ウ 意欲的に課題 に取 り組む ことがで きる。

(3)本 時の授業仮説

仮説A… 裏 山の切 り株を用 いて課題解決学習をすることによ り,興 味 ・関心が増 し,自 ら

進んで学 ぼ うとす る意欲が高 まるであろ う。

仮説B… 課題に取 り組 む前 に,解 決す るたあの方法を発表 した り,聞 いた りして課題を解

決す ることによ り,自 ら学ぶ力や友達 の考えのよさを認め る態度が養われるであ

ろ う。

(4)展 開

学 習 活 動 教 師 の 支 援 ・指 導上 の留 意点 検 証 の 視 点

課題 を把握す る。 裏山で間引きをするために切られた切 切 り株 に注 目 して い る
り株で あ ることを話 し,意 欲を喚起 さ か 。

切 り株 と板があ り せ る。

ます。 どち らが広
い で し ょ う。 予想を たてさせ ることで,さ らに意欲 予想をたて るのに意欲的

を喚起 させ る。 か 。

見通 しを持っ。
・調 べ る方法を ワー ク 調べるために必要な ものはどんな物を 調べ る方法 を考え,書 き
シー トに書 き込み発 用 いて もよい ことにす る。 込 もうとして いるか。
表 す る。

調べ る方法を考えっかなか った児童 友達の発表を聞いて見通
は,発 表 され たどの方法を使 って もよ しが もて たか。
い ことを告 げる。

課題を解決する。 切 り株 と板のそれぞれ合同な画用紙を 意欲的に課題に取 り組ん
人数分準備 してお く。 で い るか 。

巻 き尺,紐,タ イル等教室内に準備 し

て お く。

解決 した結果 と,そ の理由を ワー クシ どの児童 も自分の答えが
一 トに書 き込 ませ る

。それで も時間が 見付か ったか。
あ った ら,別 の 方 法 で も確か め させ

る 。

発表す る。 机間指導の際選んだ数人の児童に発表 友達の発表を聞こうとし
させ る。 て い るか 。

まとめと次時の予告を 次時の予告を し,本 時のどの方法を使
聞 く 。 いたいかを聞 き,ま とめ とす る。
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(5)授 業の評価

ア 面 積は間接比較,任 意単 位によ り比 較がで きることを理解 できた。

イ 意欲 的に課題解決 に取 り組んだ。

(6)授 業仮説に対す る評価

切 り株を提示 した時点で,か な りの関心を示 し,注 目を引 くことがで きた。その後の課題

解決のための活動に とて もスムーズに移行 し,意 欲的 に取 り組んでいた。また,解 決す る方

法を発表 させ ることで,ふ だんなかなか取 り組 まない児童 も,主 体的 に活動 していた。 この

ような学習を繰 り返 してい くことによ って,自 ら学ぶ力が養われ るものと思われる。

8成 果 と課題

切 り株 を用いた ことで,こ れか ら学 習す る 「面積」 とい うもの にっいて,ど の児童に も大

きなイ ンパ ク トを与 えたよ うである。切 り株 は円に近 い不定型な ものなので,広 さ比べがや

りに くい とい うことも児童の意欲 につなが った ものと考え る。 しか し,同 じ理 由で任意単位

を敷 きっめて広 さを比べ るとい う方法が出に くく,ま た,出 た として も説得 力に欠けて しま

うため,任 意単位か ら普遍単位 とい う流れを別 に作 らなければな らないとい うことが大 きな

課題 である。算数 とい う教科の場合,地 域の素材,身 近 な素材を用い ることは,可 能であ り,

児童の意欲 も高 まるが,地 域特性の ものを用いるとなる と,な かなか素材 に乏 しく,日 頃か

ら地域素材を教材化す ることに努めてい くことが大切であ る。
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〈検証事例 ・その5>

事例名 「郷土を支えた古い道具の紹介 を通 して,

自ら進んで学 ぽうとする意欲 を高める指導の工夫 」

中学校 第3学 年 国語

1単 元名

「情報を整理 して書 く」 一 読み手 によくわか るように 一

2単 元のね らい

(1)読 み手を意識 して,わ か りやすい文章を書 く。

② 事柄や事例の扱い方,順 序な どを考えてわか りやす い説 明の仕方を工夫す る。

3単 元 を通 した授業仮説

(1)仮 説A

不便 な島の生活を支えた古 い道具な どの説明文 ・解説文を書 くため,聞 き取 り調査学習等

さまざまな情報収集活動を通 して,改 めて 自分た ちの郷土を見直す とと もに,生 徒の興味 ・

関心 と地域への誇 りも増 し,自 ら進んで学ぼ うとす る意欲が高 まるであろう。

② 仮説B

多 くの情報を活用 し,さ まざまな表現を工夫 し読み手や聞 き手 によ くわか るように文章を

書いた り,発 表 した りす ることに より,自 らの表現能力を高めた り,相 互 に向上 し合 った り

す る態度が養われ るであろ う。

4地 域 の様子

本校は,全 校生徒35名 で,島 内の3っ の中学校の中で一番小規模である。生徒 は,恵 まれ

た環境の中で育ち,純 朴で感受性 に富んでい る。 しか し,も のごとに対 して 自ら意欲的に取

り組 もうとす る意欲 ・態度や,少 人数化が進む中で,集 団の中での経験 を通 しては ぐくまれ

る社会性が十分 に育 って こない ということが課題 となってい る。 また,積 極的 に地域の 自然

や文化 につ いて触れなか った り,島 のよさを十分知 らない生徒 も増えてい る。

5生 徒の実態

文章表現学習にっ いて は生徒 の意欲 に違 いがみ られ る。普段,活 発 に発言 している生徒 も

原稿用紙を見せ るといや な顔 をす る ことがあ るが,昨 年度 に比べ,「 作文」の授業 に消極的

な面を見せる生徒 は減 って きてい る。 しか し,い ざ書 き始め ると行 き詰ま って しま う生徒が

いた り,た だ書 き上 げればいい とい うよ うに考えている生徒が いた りす る。本教材のr情 報

を整理 して書 く』では,自 らの情 報収集を もとに,「 読み手によ くわか るよ うに」書 き,そ

れを さまざまな表現方法 を用 いて発表す る活動を行い,自 己評価や相互評価等を通 して,互

いに認 め合い,高 め合 うことを期待 してい る。

6単 元学習指導計画における仮説 と評価

時 指 導 計 画 各 時 間 に お け る 仮 説 評 価 の 項 目

1 学習目標の理解 ・学習の全過程を通 じた課題や 目標

を もっ ことによ って,学 習 に対す

る心構 えを もつ ことがで きるで あ

・学習の 目標 を理解す る

ことがで きたか。
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表現意欲の喚起 ろ う 。

・教室内 ミニ文化財 ・郷土に対する既知の知識を整理す ・郷土にっ いて学 ぼ うと

展を開 く。 る ことによ って,郷 土 を再認識す す る意欲を もっ ことが

る ことがで きるであろ う。 で きたか 。

2 調査,研 究 ・調査や研究の仕方を理解すること ・資料収集 の大切 さを知

・島の生活を支 えて によ って,自 ら資料収集を しよ う り,自 ら実践 しようと

きた道具等を列挙 とす る態度が培われ るであろ う。 す る態度 が もて たか。

し,調 査研 究の方 ・郷土 の生活 を支えて きたいろいろ ・郷土の風土や生活 につ

法を話 し合 う。 な道 具に関心 を もっ ことが で きる いて深 く考えよ うとす

題材の設定 で あ ろ う。 る意欲が高 まったか。

・何 につ いて説明す

るか決 める。

3 資料収集 ・さまざ まな調査を通 して,郷 土 に ・必要な情報を収集する

● ・聞 き取 り調査 対する関心や意欲が高まるであろ ことがで きたか。

4 ・文献調査
う 。

など

文章表現(下 書き) ・読む人 によ くわかるよ うに書 くと ・課題意識を もっ ことが

・読み手 によ くわか い うことに対 して,課 題意識 を も で きた か 。

るための着眼点と て るで あ ろ う。

方法の確認 ・誰が読 むか ということを意識 して ・読 む人の立場を考 えて

・収集 した資料 を も 執筆す る ことによって,他 を思い 書 くことがで きたか。

とに執筆す る。 や る気持 ちが もて るであろ う。

5 文章表現(推 敲 ・清 ・読 む人 の ことを考え推敲 ・清書す ・自 らの文章 をよ りよ く

書) ることによ って,他 を思 いや る態 す ることが できたか。

・下書 き した ものを 度 が養 われ るであろ う。

推敲 し,印 刷用原 ・級 友 と発表方法につ いて話 し合 う ・他 と協力 しなが ら発表

稿 用 紙 に清 書 す ことによ り,互 いに向上 しよ うと に向けての課題を解決

る。(印刷 ・製 本) す る態度が育っであろ う。 す ることがで きたか。

発表準備
・発表 に必要 な もの

を準備す る。

6 発表 ・鑑賞 ・批評 ・効果的な発表方法 を工夫 し,郷 土 ・発表を聞 いて,郷 土の

.一. の よさを伝え ることによ って,郷 文化や生活に対する関

本 土に対す る愛着が高まるであろ う。 心 を高め ることがで き

時 ・書 いた もの を読み,発 表を聞いた たか 。
)

りし,感 想 を話 し合 った りす るこ ・他 の発表 について意見

とによって,他 を認 め合 う態度が を もっ こ とが で きた

は ぐくまれ るであろ う。 か 。

7 まとめ ・調査の仕方や発表の仕方 につ いて ・郷土について再認識す

話 し合 うことを通 して,自 らの学 る こ とが で きたか 。
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習に役立て られるよ うにな るであ

ろ う 。

・全学習過程を通 して反省を行 うこ

とによ り,郷 土 に対す る認識 を新

たにす ることがで きるであ ろう。

7本 時の学習指導

(1)題 材

「島の不便な生活を支えて きた道具 につ いて,そ れぞれが調べ た ものにっ いてわか りやす

く説明す る。」

② 本時のね らい

ア さまざまな発表方法を工夫 し,効 果的な発表にっいて考え る。

イ 級友の発表を共感的に聞 き,意 見や感想を もて るよ うにす る。

ウ 先人の生活にっいて考え,郷 土への愛着を深め る。

(3)本 時の授業仮説

仮説A… 効果的な発表方法を工夫 し,郷 土のよさを伝え ることによって,郷 土 に対す る愛

着が高 まるであろ う。

仮説B… 発表を聞いた り,感 想 を話 し合 うことによって,他 を認 め合 う態度が は ぐくまれ

るであ ろう。

(4)展 開

時 学 習 活 動 教 師の支援 ・指導上の留意点 検 証 の 視 点

導

入
10

分

・本 時 の 目標 を 示

す。
・発 表 の 準 備 を す

る。

・前時までの学 習の確認 と本時のね

らいを理 解す る。
・各 自の原稿を もう一度検討 し,確
認 させ る。各 自で発表 の準備を促

す。

展

開

30

分

・発表

学級で各 自の ま
とめ た ものを発

表す る。
・鑑賞 ・批評

発表 を聞 き,評

価す る。

《発表会》

①各 自発表す る。

②質問 を受 ける。

③全 員 で 評 価 す

る。(評 価表)
※①② の繰 り返 し

・学級全体 で まとめた もの を読みな

が ら,発 表を聞 くよ うに促す。
・効果 的に説明 し,聞 いて もらうた
めの工夫 が されてい るか等 につい

て確 認 させ る。

・発表 を聞 きなが ら評価表 を書かせ

る。 ミスを探 した りす る ことが 目

的ではな く,自 分の発表 にいかせ

るよ うにす る。

・効果的な発表方法を工

夫 し,郷 土のよさを伝

え ることによ って,郷

土に対す愛着が高 まっ
たか。

・書 い た もめ を読 ん だ

り,発 表 を 聞 い た り

し,感 想を話 し合 うこ

とによって,他 を認め

合 う態度がは ぐくまれ

たか。

ま

と
め

10

分

・全体の感想 をまと

め,発 表す る。

・次時へ の予告

・本時の学習を確認す る。

(自 己評価表)

・郷土の文化や生活 に対

す る関心を高め ること
がで きたか。

(自 己評価表)
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(5)授 業の評価

ア 自 ら調査 ・研究 したことを聞 き手にわか りやす く発表する ことがで きた。

イ 発表を聞 いて,郷 土の文化や生活に対す る関心を高め ることがで きた。

ウ 他の発表 につ いて意見を もつ ことがで きた。

⑥ 授業仮説 に対す る評価

自己評価表等を見 ると,初 めて 目にす るものが多か ったことで興味を引 くことがで きたよ

うにうかがえ る。 しか し,発 表の準備段階でのさまざまな発表方法 にっいての学習が生かさ

れなか ったのが残念であ る。生徒の感想の中で もっと別の ものにつ いて調べてみよ うとか,

昔の人々の暮 らしにっいて考えてみよ う等の意見 は多 く出されていた。

7成 果 と課題

普段何気な く見過 ご している中に教材 と して価値のあ るものが多 くある。現在は使われな

くな ったが,先 人の生活を支えた道具に目を向け,調 べた り,ま とめた りする活動 を通 して,

先人の心 に触れ,自 らの郷土を再認識す ることにっなが った。 また,自 分がまとめた ものを

聞 き手にわか りやす く伝 えることによ って,他 とのっなが りも深め られるようにな った。

今後の課題 として導入段階での興味付 け ・意識付 けを どう行 ってい くか さらに研究 して い

く。また,自 らの学習課題 について評価す る方法等,教 師側の支援のあ り方 をさ らに工夫す

る必要があ る。
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VI研 究のまとめ と今後の課題

本研究部会で は,地 域の特性,保 護者 の願 い,児 童 ・生徒 の実態について共通理解を図 っ

た うえで,研 究主題をr体 験 的な活動 を生か し,一 人一人の児童 ・生徒が 自 ら学ぶ力を育 て

る指導の工夫』 と した。 そこで,研 究主題 に迫 るために次の2つ の仮説を設定 した。

<仮 説A>地 域素材や身近な素材 を活用 し,体 験的な学習活動 を展開す ることによ り,児 童

・生徒の興味 ・関心 と地域への誇 りも増 し,自 ら進んで学ぼ うとす る意欲 が高 まるであろう。

〈仮説B>主 体的 に課題 に取 り組 む学習活動 や表現活動 を工夫 し,児 童 ・生徒が課題 を解決

す ることによ り,自 ら学ぶ力や互いの個性を尊重す る態度が養われるであろ う。

上記仮説に基づ いて,検 証授業を行 った。その結果,次 の成果を得 ることがで きた。

1研 究の成果 について

(1)生 徒の感想文の中に 「もっと大島の ことが知 りた くな った」 とあ るよ うに 自ら学ぼ うとす

る意欲を高め ることがで きた。 また,「 いままで知 らなか った ことを知 った」など地域 への

理解 も深 まった。(検 証事例1・ 中1社 会)

② 地域の環境問題 を協力 して調べ発表す ることによ り,お 互 いの考えや意見を尊重す る態度

が身に付 いた。(検 証事例2・ 小5社 会)

(3)自 分 たちに身近 な秋川をイメージ した短 いお話を作 り,マ ッ ト運動 でそのお話に合わせて

考えた技 を組み合わせ ることによ り,意 欲が持続 し,表 現力を高 めることがで きた。

(検 証事例3・ 小4体 育)

(4)学 校の裏 山の切 り株 を用いて,広 さ比べ をす ることにより,興 味 ・関心が高 まり,課 題解

決す るための方法を話 し合 うことにより,自 ら学ぶ力や友達の考 えを認め る態度が養 われた。

(検証事例4・ 小4算 数)

(5)地 域の文化 財にっ いて効 果的な発表をす る ことによ り,地 域へ の誇 り も増 し,相 互評価

カー ドを用い ることによ り互いの個性を尊重す る態度 がは ぐくまれた。

(検証事例5・ 中3国 語)

研究の結果,検 証事例を通 して もわか るように,児 童 ・生徒 はr体 験的な学 習』r主 体的

に課題 に取 り組 む学習』r表 現活動 を工夫す る学習』を展 開す ることによ り,自 ら学ぼ うと

す る意欲や互いの個性を尊重す る態度 を養 うことがで きた。

2今 後の課題につ いて

(1)地 域の調査の まとめ などの成果を発表す る対象を学級の中だけに限定す るのではな く,異

学年や地域の人 々に広 げて発表 してい く機会や場を工夫す る必要が ある。

(2)発 表をさまざまな方法でできるような場の設定を教師が支援す ることが大切であ る。

(3)学 習カー ドに 「教えて もらいた いこと」の項 目を設 け,児 童 間や教師か らの助言 ・支援を

受 けやす くす る工夫が必要である。

(4)児 童 ・生徒がわか りやす く効果的 な発表をすることによ り,聞 き手か らさまざまな質問を

導 き出せ るよ うにす ることが大切であ る。
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